
                                                           令和８年４月１０日（金） 

           未来へ 
                                進路だより                         第 １ 号 

                                                          大石南中学校進路担当  

 

～自分らしい「未来」への第一歩～ 

 いよいよ３年生がスタートしました。すでに希望の進路に向けて動き出している人もいる

ことと思いますが、まだ具体的には…という人もいるでしょう。いずれにしても皆さんはこ

の１年間で中学卒業後の進路について考え、未来に向けて旅立っていくことになります。学

校や担任の先生はいろいろな情報を提供したりアドバイスをしたりしますが、進路は皆さん

自身が保護者の方と相談し、最善の努力の成果として決めていくものです。 

『卒業後の進路を決定するのは自分自身、という自覚をもとう』 
  

   まだ４月だし、受験なんて先の話」と思っていませんか？実は、進路決定までの時間は意

外と短いです。すでに説明会の案内や募集要項が届いていたり、１学期に文化祭が実施され

たりする高校もあります。また、進路の情報は自然に届くものではありません。ですからイン

ターネットを活用したり、友達と情報を共有したりしながら、自ら積極的に動いて情報を収

集する必要があります。 

『保護者とよく話し合い、自ら動いて情報を集めよう』 
 

   受験勉強ってどうやればいいんだろう？」受験生の自覚に目覚めた人は、そのようなこと

を考えている人もいると思います。本屋さんに行けば、受験用のいろいろな参考書や問題集

が並んでいますし、○○高校過去５年間の入試問題集、いわゆる  過去問」もたくさんありま

す。どんな勉強方法が良いのか、自分に合っているのか、など考え出すときりがないかもしれ

ません。ただ一つ言える  入試対策」として間違いなく有効なことは、授業を大切にし、 後

でやればいい」を 今、理解する」に変えることです。 

『日々の授業を大切にして、集中して受けよう』 

 

    主な年間予定 

月 学校行事 家庭における取組や、心構え 

 

４月 

 

始業式 

全国学力・学習状況調査 

保護者会・学級懇談会 

 

目標の設定 

進路先の情報収集 

 

今後の進路の流れを把握する 

 

 

 

 

 

５月 

 

 

第１回進路希望調査 

二者面談 

埼玉県学力・学習状況調査 

体育祭 

進路説明会・修学旅行説明会 



 

６月 

 

学校総合体育大会 

定期テスト 

修学旅行 

基本方針を決める 

就職か 進学か 

  公立か 私立か 

  普通科か 専門学科か 

彩の国進学フェアへの参加 

高校見学・説明会、体験入学への参加 

 

１・２年生の復習を中心とした受験勉強 

 

 

７月 

 

進路説明会 

終業式 

三者面談 

８月 第１回校長会テスト 

 

９月 

 

 

 

始業式 

ISHINAN 進学フェア 

 

 

具体的な目標校を決める 

高校の文化祭見学・説明会への参加 

３年生の復習を中心とした受験勉強 

 

私立高校の説明会・個別相談会への参加 

 

具体的な受験校の絞り込み 

 

私立高校（専修学校）の受験校の決定 

受験プランの作成 

入試問題など実践的な受験勉強 

 

私立高校の受験校決定 

県公立受検校絞り込み 

私立高校出願準備 

 

10月 

 

 

第２回進路希望調査 

５０周年記念行事 

定期テスト 

第２回校長会テスト 

進路説明会 

 

11月 

 

合唱祭 

三者面談 

定期テスト 

 

12月 

 

第３回進路希望調査 

終業式 

記録通知書配布 

 

１月 

 

 

始業式 

第３回校長会テスト 

私立入試 

三者面談 

 

県公立出願校の決定 

 

 

県公立出願準備 

 

健康管理や受検の心構え 

 

 

 

手続き等の確認 

 

 

２月 

 

 

 

県公立出願 

定期テスト 

県公立志願先変更 

県公立入試（学力検査） 

県公立入試（実技検査・面接） 

 

３月 

 

県公立追検査 

県公立入学許可候補者発表 

卒業証書授与式 

この進路だより  未来へ」は進路関係の情報を３年生全員と保護者の方へ発信するものです。

皆さんひとりひとりが、熟読するのはもちろん、保護者の方へも必ず渡し、お読みいただいて

ください。 


